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　12 月定例会議では補正予算、条例改正、人事案件等が提案され、すべての議案が可決しました。また、
議会提出議案としては条例改正、意見書を提出し、すべて可決しました。

12 月定例会議
録画配信 

一般会計補正予算￥
補正後予算総額　　109 億 9,916 万 8 千円（+3 億 4,614 万円）　         

※補正予算金額は、単位を「万円」とし、おおよその金額を掲載しています。（千円以下は切り捨て）

予算を変更した主な事業
事　　　業　　　名　　 補 正 額

畑地化促進事業補助金　★質疑あり★
（水田活用の直接支払交付金の交付対象水田から除外されることに伴い発生する、土地改良  
  区の地区除外決済金等の費用負担支援）

9,743 万円

訓練等給付費
（社会生活に必要なスキルを身につける訓練や、自立した生活を送るための支援提供。
  実績見込みによる追加 )

8,114 万円

障がい者介護給付費
 （障がい者が安心して暮らすことができるよう、日常生活に必要な介護に係る支援提供。
   実績見込みによる追加）

6,562 万円

救急医療体制等確保補助金
（栗山赤十字病院の許可病床数が変更されたことにより、特別交付税の算定に用いられる基
  準額単価が増額されることから、地域医療体制等確保事業における在宅医療事業等の補助
  対象経費の見直しを行ったことに伴う追加）  

4,196 万円

特別冬期生活支援金　★質疑あり★
（住民税が非課税の高齢者世帯等に対して、暖房費の一部として助成）

1,476 万円

新築住宅取得費用助成事業補助金　★質疑あり★
（栗山町内で新築住宅を建築、または購入して移住する場合の住宅取得に係る費用の一部を     
  助成）

200 万円 

対外競技派遣費交付金
（栗山中学校の部活動において、全道大会等への出場者の増加に伴う追加）

44 万円



くりやまぎかいだより№ 1823

質

疑

重
山
議
員　

新
築
住
宅
取
得

費
用
助
成
事
業
補
助
金
に
つ

い
て
、
今
年
度
の
実
績
は
。

若
者
定
住
推
進
課
長　

こ
れ

ま
で
３
件
の
申
請
が
あ
り
、

す
で
に
支
給
済
み
。
ま
た
、

３
件
の
事
前
申
請
が
き
て
い

る
。

重
山
議
員　

特
別
冬
期
生
活

支
援
金
の
対
象
者
で
、
65
歳

以
上
の
世
帯
の
数
は
。

福
祉
課
長　

65
歳
以
上
の
世

帯
は
１
１
０
０
世
帯
、
障
が

い
者
世
帯
は
１
０
０
世
帯
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
に
つ
い
て

は
30
世
帯
を
予
定
し
て
い

る
。

斉
藤
隆
浩
議
員　

畑
地
化
促

進
事
業
に
つ
い
て
、
実
際
に

畑
地
化
さ
れ
た
面
積
は
。

産
業
振
興
課
長　

畑
地
化
の

面
積
は
、
今
年
度
に
つ
い
て

は
３
３
６
・
１
８
１
ヘ
ク
タ

ー
ル
。
昨
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
が
、
昨
年
度
に
つ
い

て
は
、
５
５
０
・
１
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
。

斉
藤
隆
浩
議
員　

昨
年
か
ら

で
、
８
８
６
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
水
田
が
な
く
な
り
畑
に

な
っ
た
。
栗
山
町
の
水
田

面
積
が
減
っ
て
い
く
な
か

で
、
今
米
が
す
ご
く
高
く
な

っ
て
い
る
。
栗
山
町
の
水

田
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い

く
こ
と
に
つ
い
て
、
役
場

は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
。 

産
業
振
興
課
長　

今
後
の
農

業
の
在
り
方
、
水
田
、
経
営

所
得
安
定
対
策
に
つ
い
て
、

農
業
再
生
協
議
会
で
日
々
協

議
を
重
ね
て
い
る
。

　

ま
ず
は
水
田
を
維
持
し
て

い
く
と
い
う
大
前
提
の
も
と

で
、
畑
地
化
に
よ
る
畑
作
の

振
興
を
考
え
て
い
る
。
栗
山

町
に
と
っ
て
は
、
両
方
大
事

な
産
業
で
あ
る
と
思
っ
て
い

る
の
で
、
農
業
者
の
意
向
を

尊
重
し
な
が
ら
今
後
も
取
り

組
ん
で
い
く
。

斉
藤
隆
浩
議
員　

畑
地
化
し

た
時
に
、
数
年
分
を
前
借
り

す
る
よ
う
な
形
で
一
瞬
た
く

さ
ん
の
お
金
が
入
っ
て
く
る

が
、
数
年
後
に
補
助
金
が
な

く
な
り
、
一
気
に
所
得
が
落

ち
て
経
営
難
に
な
る
農
業
者

が
出
て
く
る
の
で
は
と
思

う
。
こ
の
こ
と
に
対
し
て
、

町
と
し
て
考
え
て
い
る
こ
と

は
あ
る
か
。

産
業
振
興
課
長　

財
政
的
な

支
援
に
つ
い
て
町
単
独
で
は

難
し
い
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
国
に
要
請
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、今
後
の
在
り
方
、

状
況
を
見
据
え
な
が
ら
、
農

業
団
体
と
も
協
力
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

  

そ
の
他
の
補
正
予
算

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

高
額
療
養
費
の
実
績
見
込

み
に
よ
る
追
加　
　
　

　
　
　
　

２
０
３
０
万
円

▼
栗
山
町
水
道
事
業
会
計

栗
山
町
水
道
施
設
管
理
委
託

業
務
に
係
る
債
務
負
担
行
為

　
　
　
　
　

４
５
３
２
万
円

▼
栗
山
町
下
水
道
事
業
会

計栗
山
町
下
水
道
関
連
施
設
維

持
管
理
監
視
委
託
業
務
に
係

る
債
務
負
担
行
為

　
　
　
　
　
　

２
５
１
万
円

人
事
案
件

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

令
和
6
年
12
月
21
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る

金
岩
和
恵
氏
を
引
き
続
き
選

任
す
る
。

任
期
：
令
和
6
年
12
月
22
日

　
　

～
令
和
9
年
12
月
21
日

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

　

令
和
6
年
12
月
21
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る

上
坂
永
子
氏
を
引
き
続
き
任

命
す
る
。

任
期
：
令
和
6
年
12
月
22
日

　
　

～
令
和
10
年
12
月
21
日

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん

に
つ
い
て

　

令
和
7
年
3
月
31
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る

高
橋
信
氏
を
再
度
推
せ
ん
す

る
。

任
期
：
令
和
7
年
4
月
1
日

　
　

～
令
和
10
年
3
月
31
日

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん

に
つ
い
て

　

令
和
7
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る

三
上
勝
氏
を
再
度
推
せ
ん
す

る
。

任
期
：
令
和
７
年
4
月
1
日

　
　

～
令
和
10
年
3
月
31
日

▼
財
産
の
取
得

業
務
用
パ
ソ
コ
ン
一
式

取
得
金
額　

　
　
　
　
　

２
２
９
９
万
円

取
得
の
相
手
方

北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組

合

そ
の
他
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条　
　

例

12
月
定
例
会
議
で
は
、
全
6
件
の
条
例
の
改
正
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
２
件
を
解
説
！

町税等の督促手数料廃止へ

▼町税等の督促手数料の廃止に係る関
　係条例の整備に関する条例
　
　町税等の納付が無い者に対し、督促
状を発布した後に納付した場合に、督
促手数料を徴収していたが、収納環境
の多様化及び電子化により、督促手数
料の徴収ができないケースが増加して
いる状況にある。このため、納税者の
負担の公平性を保つ観点からも、町税
等に係る督促手数料を廃止する。

熊駆除奨励金を引き上げ

▼栗山町熊駆除に関する条例の一部を
　改正する条例

　現在、専門的知識と技術を持つ町内
在住のハンターを、栗山町熊駆除要員
として委嘱している。捕獲意欲の向上
による、さらなる町民の安全確保及び
農作物被害の防止を推進するとともに、
新たなハンターの担い手確保を図るた
め、熊駆除奨励金を、熊 1 頭 20,000
円から熊 1 頭 50,000 円に引き上げる。

賛
否
の
公
表

議　件　名
結
果

齊
藤
（
義
）

置
田
重
山
大
櫛
堀鈴
木
佐
藤
斉
藤
（
隆
）

端藤
本
鵜
川

議案第４３号　町税等の督促手数料の廃止に係る関係条例
の整備に関する条例 可 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ /

可：可決　不：不採択　○：賛成　×：反対　ー：棄権　※鵜川議員は議長のため採決に加わっていません。

斉
藤
隆
浩
議
員　

き
ち
ん
と

支
払
っ
て
い
な
い
人
に
は
、

そ
れ
な
り
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を

負
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
、
き

ち
ん
と
支
払
っ
て
い
る
人
が

報
わ
れ
な
い
。
督
促
手
数
料

を
徴
収
す
る
に
当
た
っ
て
は

改
善
の
余
地
が
あ
る
。
そ
れ

を
諦
め
て
徴
収
し
な
い
と
す

る
の
は
、
自
分
は
町
民
に
説

明
で
き
な
い
。

　

た
だ
、
職
員
の
業
務
が
増

え
て
い
る
と
い
う
点
に
関
し

て
は
、
改
善
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
徴
収
も
し

つ
つ
、
業
務
改
善
も
進
め
て

も
ら
い
た
い
。

大
櫛
議
員　

勝
手
に
送
っ
て

く
る
督
促
状
の
切
手
代
を
、

町
民
が
負
担
す
る
の
が
お
か

し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
た
の
で
、
督
促
手
数
料

の
廃
止
に
つ
い
て
は
賛
成
す

る
。

↓討論がありました 

堀
議
員　

督
促
手
数
料
を
な

く
す
こ
と
は
、
督
促
状
を
出

す
経
費
40
万
円
を
毎
回
赤
字

と
し
て
背
負
っ
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
全
員
が
平
等
に
督

促
手
数
料
を
支
払
う
制
度
に

変
え
て
い
く
べ
き
。

藤
本
議
員　

支
払
う
手
法
に

よ
っ
て
、
督
促
手
数
料
を
取

ら
れ
る
場
合
と
、
取
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
、
ま
ず
は
解
決
す
る
と
い

う
と
こ
ろ
が
こ
の
提
案
の
本

質
。
支
払
う
手
法
に
よ
っ
て

差
が
出
る
こ
と
が
是
正
さ
れ

る
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
賛
成

す
る
。
支
払
っ
て
い
な
い
人

へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
考
え
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
ま
た

別
の
こ
と
。

端
議
員　

支
払
い
の
方
法
が

多
様
化
し
て
き
て
、
そ
こ
に

対
応
す
る
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

シ
ス
テ
ム
を
変
え
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
う
が
、
そ
れ
に

は
時
間
が
か
か
る
と
思
う
。

　

役
場
の
窓
口
で
支
払
っ
た

場
合
だ
け
督
促
手
数
料
が
か

か
る
と
い
う
現
状
は
、
平
等

で
は
な
い
と
思
う
の
で
賛

成
。

   

討
　
　
論

反
対

賛
成

　地方税法第３２９条ににおいて「納期限後２０日以内に、
督促状を発しなければならない」と定められているため、納
期限が過ぎても納付がない場合は、対象者全員に発布する。

解説

督促状とは
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意
見
書

え
ん
罪
被
害
者
を
生
ま
な
い
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

再
審
法
改
正
を
求
め
る
意
見
書

　

え
ん
罪
被
害
者
を
救
済

す
る
た
め
の
制
度
と
し
て

は
「
再
審
」
が
あ
る
が
、
そ

の
手
続
を
定
め
た
法
律
（
刑

事
訴
訟
法
第
四
編
「
再
審
」）

に
は
、
再
審
請
求
手
続
の
審

理
の
あ
り
方
に
関
す
る
規
定

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
裁
判
所

の
広
範
な
裁
量
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
。
い
わ
ば
「
再
審
の

ル
ー
ル
」
が
存
在
し
な
い
状

態
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
再

審
請
求
手
続
の
審
理
の
進
め

方
は
、
事
件
を
担
当
す
る
裁

判
官
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
と

な
っ
て
お
り
、
再
審
請
求
手

続
の
審
理
の
適
正
さ
が
制
度

的
に
担
保
さ
れ
ず
、
公
平
性

も
損
な
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
も
、
と
り
わ
け

再
審
に
お
け
る
証
拠
開
示
の

問
題
は
重
要
で
あ
る
。
え
ん

罪
被
害
者
を
救
済
す
る
た
め

に
は
、
捜
査
機
関
の
手
元
に

あ
る
証
拠
を
利
用
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
を
開
示
さ
せ
る
仕

組
み
が
必
要
で
あ
る
が
、
現

行
法
に
は
そ
の
こ
と
を
定
め

た
明
文
の
規
定
が
存
在
せ

ず
、
再
審
請
求
手
続
き
に
お

い
て
証
拠
開
示
が
な
さ
れ
る

制
度
的
保
障
は
な
い
。
そ
の

た
め
、
裁
判
官
や
検
察
官
の

対
応
い
か
ん
で
、
証
拠
開
示

の
範
囲
に
大
き
な
差
が
生
じ

る
の
が
実
情
で
あ
っ
て
、
こ

の
よ
う
な
格
差
を
是
正
す
る

た
め
に
は
、
証
拠
開
示
の

ル
ー
ル
を
定
め
た
法
律
の
制

定
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
再
審
開
始
決
定

が
な
さ
れ
て
も
、
検
察
官
が

こ
れ
に
不
服
申
立
て
を
行
う

事
例
が
相
次
い
で
お
り
、
え

ん
罪
被
害
者
の
速
や
か
な
救

済
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
。
再

審
開
始
決
定
が
な
さ
れ
た
の

で
あ
れ
ば
、
速
や
か
に
再
審

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
負
担
率
１
／
２
へ
の
復
元

お
よ
び
「
30
人
以
下
学
級
」
な
ど
教
育
予
算
確
保
・
拡
充
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書

　

地
方
自
治
体
の
財
政
状
況

に
左
右
さ
れ
ず
に
教
職
員
を

安
定
的
に
確
保
す
る
た
め

に
、
教
職
員
の
給
与
の
一
部

を
国
が
負
担
す
る
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
で
あ
る
国

の
負
担
率
が
２
０
０
６
年
に

１
／
２
か
ら
１
／
３
に
変
更

さ
れ
た
。
教
育
の
機
会
均
等

を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
国

の
責
任
に
お
い
て
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持

し
、
国
の
負
担
率
を
１
／
２

へ
と
復
元
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　

日
本
の
実
質
賃
金
が
、
実

質
伸
び
て
い
な
い
現
状
な
ど

か
ら
併
せ
て
、「
奨
学
金
制

度
」
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な

い
子
ど
も
た
ち
や
経
済
的
な

理
由
で
進
学
・
就
学
を
断
念

す
る
子
ど
も
が
増
加
し
て
お

り
、
そ
の
解
消
に
向
け
て
、

就
学
援
助
制
度
・
奨
学
金
制

度
・
高
校
授
業
料
無
償
化
制

度
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
必
要

も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
国
に

お
い
て
は
、
義
務
教
育
費
無

償
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
、
当
面
負
担
率

１
／
２
へ
の
復
元
、
教
育
予

算
確
保
・
拡
充
と
就
学
保
障

の
実
現
な
ど
、
次
の
事
項
に

つ
い
て
措
置
を
講
ず
る
よ
う

強
く
求
め
る
。

１
．
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

を
堅
持
し
、
義
務
教
育
費
の

無
償
化
に
む
け
て
、
当
面
の

施
策
と
し
て
早
期
に
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
金
の
負
担
率

１
／
２
に
復
元
す
る
こ
と
。

２
．「
30
人
以
下
学
級
」
の

早
期
実
現
に
む
け
、
小
学
校

１
年
生
～
中
学
校
３
年
生
の

学
級
編
制
標
準
を
順
次
改
定

す
る
よ
う
求
め
る
。
ま
た
当

面
、
中
学
・
高
校
へ
の
「
35

人
以
下
学
級
」
に
拡
大
す
る

こ
と
。
ま
た
、
地
域
の
特
性

に
あ
っ
た
教
育
環
境
整
備
・

教
育
活
動
の
推
進
、
住
む
地

域
に
関
係
な
く
子
ど
も
た
ち

の
教
育
を
保
障
す
る
た
め
、

計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善

に
よ
る
実
質
的
な
教
職
員
増

の
早
期
実
現
、
教
頭
・
養
護

教
諭
・
事
務
職
員
の
全
校
配

置
の
実
現
の
た
め
、
必
要
な

予
算
の
確
保
・
拡
充
を
行
う

こ
と
。

現在は明確な「再審のルール」が存在しない

公
判
に
移
行
す
べ
き
で
あ
っ

て
、
再
審
開
始
決
定
と
い

う
、
い
わ
ば
中
間
的
な
判
断

に
対
し
て
検
察
官
の
不
服
申

立
て
を
認
め
る
べ
き
で
は
な

い
。

　

よ
っ
て
、
え
ん
罪
被
害
者

を
生
ま
な
い
た
め
に
、
再
審

法
を
速
や
か
に
改
正
す
べ
き

で
あ
る
。
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高
等
教
育
の
学
費
軽
減
・
奨
学
金
返
済
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

負
担
軽
減
を
求
め
る
意
見
書

　

２
０
２
３
年
度
の
大
学
の

初
年
度
納
入
金
は
、
国
公
立

大
学
で
82
万
円
、
私
立
大
学

で
は
１
４
８
万
円
に
も
な

る
。
学
生
生
活
は
限
界
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
平
均
年
収

３
０
０
万
円
が
実
情
の
我
が

国
の
保
護
者
に
と
っ
て
は
、

相
当
な
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
学
業
を
諦
め

ざ
る
を
得
な
い
学
生
も
生
ま

れ
て
い
る
。

　

学
生
の
約
８
割
が
ア
ル
バ

イ
ト
に
追
わ
れ
、
３
名
に
１

人
が
貸
与
奨
学
金
を
借
り
、

若
い
世
代
の
抱
え
る
奨
学
金

返
済
総
額
は
10
兆
円
に
も
の

ぼ
り
、
学
生
か
ら
は
「
１
日

１
食
。
食
費
を
月
２
０
０
０

円
に
抑
え
て
い
る
」、「
週
５

日
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
勉
強
時

間
が
取
れ
な
い
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
全
国

大
学
生
活
協
同
組
合
連
合
会

に
よ
る
「
第
59
回
学
生
生
活

実
態
調
査
」
で
は
、「
日
常

生
活
の
中
で
悩
ん
で
い
る
こ

と
や
気
に
か
か
っ
て
い
る
こ

と
」
の
項
目
で
は
、「
生
活

費
や
お
金
の
こ
と
」
が
47
％

で
最
多
と
な
っ
て
お
り
、
深

刻
な
実
態
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
背
景

か
ら
昨
今
、
安
易
に
闇
バ
イ

ト
に
手
を
染
め
る
若
者
が
増

え
て
い
る
こ
と
も
社
会
問
題

化
し
て
い
る
。

　

若
い
世
代
に
と
っ
て
、
奨

学
金
の
返
済
は
経
済
的
負
担

と
し
て
た
い
へ
ん
重
く
、
晩

婚
化
や
育
児
な
ど
の
生
活
設

計
に
も
大
き
な
悪
影
響
を
与

え
て
い
る
。

　

現
在
、
学
費
の
無
償
化
は

国
際
的
な
流
れ
で
あ
り
、
北

欧
で
は
完
全
教
育
無
償
化
、

Ｅ
Ｕ
諸
国
で
は
教
育
無
償
化

に
踏
み
出
し
て
い
る
。
経
済

的
な
理
由
か
ら
学
問
へ
の
道

を
閉
ざ
す
こ
と
は
、
我
が
国

の
将
来
を
考
え
る
上
で
も
、

国
家
的
な
危
機
と
捉
え
る
べ

聴
覚
補
助
機
器
等
の
積
極
的
な
活
用
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
援
を
求
め
る
意
見
書

　
　

　

難
聴
は
認
知
症
の
危
険

因
子
の
一
つ
と
言
わ
れ
て

お
り
、
ま
た
難
聴
に
な
る

と
、
人
や
社
会
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
避
け
が
ち

に
な
り
、
そ
の
後
、
社
会
的

に
孤
立
す
る
可
能
性
も
懸
念

さ
れ
る
。
こ
の
難
聴
対
策
と

し
て
補
聴
器
が
知
ら
れ
て
い

る
が
、
収
集
し
た
音
を
増
幅

し
て
外
耳
道
に
送
る
「
気
導

補
聴
器
」、
骨
導
聴
力
を
活

用
す
る
「
骨
導
補
聴
器
」
に

加
え
て
、
近
年
、
耳
の
軟
骨

を
振
動
さ
せ
て
音
を
伝
え

る
「
軟
骨
伝
導
」
等
の
新
し

い
技
術
を
用
い
た
イ
ヤ
ホ
ン

が
開
発
さ
れ
た
。
こ
の
様

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
難
聴
者
に

適
用
出
来
る
聴
覚
補
助
機
器

き
で
あ
る
。

　

政
府
に
お
い
て
は
高
等
教

育
予
算
の
増
額
を
進
め
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
措
置
を
講

ず
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

１
．
大
学
、
短
期
大
学
、
専

門
学
校
、
大
学
院
の
学
費
無

償
化
に
向
け
て
、
当
面
、
授

業
料
の
半
額
を
推
進
す
る
こ

と
。

２
．
受
験
の
際
、
実
際
に
入

学
し
な
く
と
も
返
還
さ
れ
な

い
入
学
金
制
度
を
廃
止
と
す

る
こ
と
。

３
．
給
付
中
心
の
奨
学
金
制

度
を
創
設
す
る
こ
と
。

４
．
奨
学
金
返
済
額
の
全
額

免
除
に
向
け
て
、
当
面
の
返

済
額
が
半
額
と
な
る
制
度
を

早
期
に
実
現
す
る
こ
と
。

等
の
選
択
肢
が
整
っ
た
今
、

政
府
に
対
し
て
、
我
が
国
の

更
な
る
高
齢
化
の
進
展
を
踏

ま
え
て
、
認
知
症
の
予
防
と

共
に
、
高
齢
者
の
積
極
的
な

社
会
参
画
を
実
現
す
る
た
め

に
、
聴
覚
補
助
機
器
等
の
積

極
的
な
活
用
を
促
進
す
る
取

り
組
み
を
強
く
求
め
る
。

１
．
難
聴
に
悩
む
高
齢
者

が
、
医
師
や
専
門
家
の
助
言

の
も
と
で
、
自
分
に
合
っ
た

補
聴
器
を
積
極
的
に
活
用
す

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
。

２
．
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
高

齢
者
や
難
聴
者
と
円
滑
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ

る
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、

行
政
等
の
公
的
窓
口
な
ど

に
、
合
理
的
配
慮
の
一
環
と

し
て
聴
覚
補
助
機
器
等
の
配

備
を
推
進
す
る
こ
と
。

３
．
地
域
の
社
会
福
祉
協
議

会
や
福
祉
施
設
と
の
連
携
の

も
と
、
聴
覚
補
助
機
器
等
を

必
要
と
す
る
人
々
へ
の
情
報

提
供
の
機
会
や
場
の
創
設

等
、
補
聴
器
を
普
及
さ
せ
る

社
会
環
境
を
整
え
る
こ
と
。
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改
正
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
効
性
確
保
等
に
関
す
る
意
見
書

　
　

　

制
定
か
ら
25
年
が
経
過
し

た
農
政
の
憲
法
と
呼
ば
れ

る
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
法
」
は
、
新
た
に
食
料
安

全
保
障
の
確
保
や
環
境
と
調

和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム

の
確
立
を
基
本
理
念
に
盛
り

込
む
な
ど
条
文
の
一
部
を
改

正
し
成
立
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
抜
本
的
な
政
策
の
見

直
し
を
期
待
し
た
が
、
食
料

自
給
率
目
標
が
一
度
も
達
成

さ
れ
な
か
っ
た
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
農
政
が
十
分
に
検
証

さ
れ
ず
、
納
得
し
が
た
い
と

の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
今

後
、
来
年
３
月
ま
で
に
改
訂

す
る
基
本
計
画
に
向
け
て

は
、
食
料
自
給
率
向
上
を
図

る
国
内
農
業
生
産
の
基
盤
強

化
や
食
料
安
全
保
障
と
し
て

の
予
算
確
保
が
重
要
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
適
正
な
価

格
形
成
に
つ
い
て
は
、
生
産

現
場
が
求
め
る
再
生
可
能
な

価
格
形
成
と
な
る
か
は
不
透

明
で
あ
り
、
生
産
コ
ス
ト
を

補
え
な
い
分
は
所
得
補
償
制

度
の
導
入
な
ど
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
の
持
続
可
能
な
振
興
を

図
る
た
め
に
も
、
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
計
画
の
改
訂

な
ど
改
正
基
本
法
の
実
効
性

確
保
な
ど
に
つ
い
て
、
下
記

事
項
を
要
望
す
る
。

１
．
食
料
安
全
保
障
の
強
化

に
向
け
て
農
業
予
算
を
拡
充

す
る
と
と
も
に
、
国
内
農
業

生
産
の
増
大
を
図
る
意
欲
的

な
目
標
値
を
設
定
し
、
年
一

回
の
目
標
達
成
の
状
況
調

査
・
公
表
の
み
な
ら
ず
、
未

達
成
品
目
の
実
効
性
を
確
保

す
る
具
体
的
な
施
策
を
講
ず

る
な
ど
食
料
自
給
率
の
向
上

に
努
め
る
こ
と
。

２
．
適
正
な
価
格
形
成
に
つ

い
て
、
生
産
現
場
が
求
め
る

コ
ス
ト
上
昇
分
を
価
格
転
嫁

し
た
場
合
、
消
費
減
退
な
ど

を
招
く
こ
と
や
、
最
終
的
な

価
格
は
当
事
者
間
の
交
渉
に

委
ね
る
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
一
方
的
に
消
費
者
へ
負

担
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
生

産
コ
ス
ト
を
賄
え
な
い
恒
常

的
な
赤
字
分
に
つ
い
て
は
、

再
生
産
を
可
能
と
す
る
所
得

補
償
制
度
等
を
導
入
す
る
こ

と
。

３
．
食
料
の
安
定
供
給
を
図

る
農
村
地
域
の
維
持
・
発
展

に
資
す
る
た
め
、
産
業
政
策

と
地
域
政
策
を
車
の
両
輪
と

し
て
一
体
的
に
推
進
し
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
、

農
村
へ
の
移
住
・
定
住
推
進

や
労
働
力
の
確
保
、
環
境
保

全
の
取
組
み
な
ど
農
村
政
策

を
拡
充
・
強
化
す
る
こ
と
。

10 月臨時会議10 月臨時会議
10 月 31 日

10 月臨時会議
録画配信

　10 月臨時会議では補正予算が提出され、すべての議案を可決、また専決処分の報告が
なされました。

補
正
予
算

￥
「
企
業
の
森も
り林
づ
く
り
事
業
」
に
お
け
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
託
料
追
加

　
　▼一

般
会
計
（
専
決
処
分
）

　

１
０
１
０
万
６
千
円

を
追
加
し
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

１
０
６
億
２
９
０
６
万
６
千

円
と
し
た
。

　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
等
に

係
る
補
正
。

▼
一
般
会
計

▼
栗
山
町
住
宅
造
成
事
業
特

別
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

の
増
減
を
な
し
と
し
て
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を

３
０
９
０
万
円
と
し
た
。

　

中
里
住
宅
団
地
に
お
け
る

地
下
埋
設
物
の
撤
去
に
係
る

補
正
。

　

２
３
９
５
万
８
千
円

を
追
加
し
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

１
０
６
億
５
３
０
２
万
４
千

円
と
し
た
。

　
「
企
業
の
森
林(

も
り)

づ
く
り
事
業
」
に
お
け
る
委

託
料
等
に
係
る
補
正
。

　北海道が進めている「ほっかいどう企業の
森林（しんりん）づくり」の取り組みの一環
として、企業が自治体と連携し、社会貢献活
動として二酸化炭素吸収機能や保水機能を高
める森林づくりを行うもの。

「企業の森林（もり）づくり事業」とは
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町政の町政の
　　ここが聞きた い　　ここが聞きた い

５５  議員が一般質問

12 月定例会議
一般質問

斉
さいとう

藤　隆
たかひろ

浩 議員

Ｑ１. 明確な目標を持って地域おこし協力隊を採用しては　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　Ａ . フリーミッションでの募集を基本とする

重
しげやま

山　雅
ま さ よ

世 議員
Ｑ１. 物価高騰対策の支援は　Ａ . 効果的な経済対策を実施していきたい

大
おおくし

櫛　則
のりとし

俊 議員
Ｑ１. 地域医療体制の充実強化についての展望は　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　Ａ . 安心して医療を受けられるよう整備したい

　Ｑ２. 栗山高校の生徒確保の対策は　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　Ａ . 通学支援、住宅補助の調査・検討を進めていく

Ｑ２. 会計年度任用職員の雇用安定を　
　　　　　Ａ . 公募を基本としつつ、非公募の考え方について検討していく

鈴
す ず き

木　千
ち は や

逸 議員

Ｑ２. 職員が多忙なのでミスが続くのでは　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　Ａ . 事業を精査し職員を増やして対応していく

Ｑ 1. 災害に強いまちづくりに向けた政策を　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　Ａ . 避難所運営を担っていただける人の養成等進めていく

堀
ほり

　　文
ふみひこ

彦 議員

Ｑ３. 栗山中学校生を平和大使として派遣を　Ａ . 現在は考えていない

Ｑ１. 人事評価結果活用の具体的な予定は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ . 令和８年度以降、順次進める
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                  協

力

隊

Ａ：フリーミッションでの募集を基本とする
Ｑ：目標を持って採用しては

斉藤隆浩 議員

質
問
趣
旨　

１
点
目
は
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
現
状
に
つ

い
て
。
２
点
目
は
業
務
チ
ェ

ッ
ク
体
制
の
具
体
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

議
員　

①
退
任
後
、
後
追

い
し
て
い
な
い
ら
し
い
が
、

分
析
も
せ
ず
将
来
に
ど
う

活
か
せ
る
の
か
。
ま
た
退

任
後
役
場
の
仕
事
を
請
け

負
う
為
に
起
業
し
た
と
町

民
か
ら
見
ら
れ
て
い
る
会

社
が
あ
る
。
起
業
時
か
ら

役
場
の
委
託
料
に
頼
る
と

企
業
と
し
て
の
成
長
が
妨

げ
ら
れ
町
民
の
応
援
も
拡

が
ら
な
い
の
で
は
。

②
栗
山
町
の
産
業
や
教
育

な
ど
明
確
な
目
標
を
定
め
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募

集
し
、
退
任
後
も
末
永
く

こ
の
町
に
住
み
続
け
ら
れ

る
仕
組
み
に
な
ら
な
い
か
。

町
長　

①
退
任
後
の
後
追
い

は
し
て
い
な
い
が
、
一
人
で

も
多
く
の
人
に
定
住
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
任
期
終
了
後

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や
事
業

支
援
を
検
討
す
る
。
ま
た
退

任
後
栗
山
町
か
ら
離
れ
て

も
、
交
流
人
口
、
関
係
人
口

へ
繋
が
る
。
ま
た
退
任
後
2

社
が
起
業
し
町
の
仕
事
を
請

け
負
っ
て
い
る
が
、
子
会
社

や
第
３
セ
ク
タ
ー
で
は
な

く
、
町
と
し
て
甘
や
か
し
て

は
い
な
い
し
、
２
社
は
苦
労

し
て
会
社
運
営
を
し
て
い

                   

役場業務
Ａ
：
事
業
を
精
査
し
職
員
を

　
　
　
　

増
や
し
て
対
応
し
て
い
く

Ｑ
：
職
員
が
多
忙
な
の
で

　
　
　
　
　

ミ
ス
が
続
く
の
で
は

議
員　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

ブ
ッ
ク
改
定
後
も
書
類
の
ミ

ス
や
個
人
情
報
漏
洩
な
ど
が

続
き
、
対
象
町
民
が
嫌
な
思

い
を
し
て
い
る
。
ミ
ス
を
す

る
要
因
の
１
つ
と
し
て
職
員

の
多
忙
が
あ
る
と
思
う
の
で
、

事
業
を
精
査
し
優
先
順
位
を

つ
け
て
は
。

町
長　

６
次
総
合
計
画
よ
り

も
事
業
は
減
っ
て
い
る
。
７

次
総
合
計
画
も
精
査
し
、
足

り
な
い
と
こ
ろ
は
職
員
を
増

や
し
て
対
応
す
る
。

感
想　

１
点
目
は
私
の
考
え

と
町
長
の
考
え
が
全
く
違
っ

た
。
特
に
地
元
に
応
援
さ
れ

る
企
業
づ
く
り
に
対
す
る
考

え
方
で
大
き
な
開
き
が
あ

り
、
町
内
で
異
業
種
へ
参

入
、
起
業
し
た
私
と
し
て
は

る
。

②
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制

度
の
基
本
は
フ
リ
ー
ミ
ッ

シ
ョ
ン
。
栗
山
町
で
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
し

た
い
人
が
何
を
や
り
た
い
の

か
自
ら
提
案
し
、
様
々
な
活

動
を
通
じ
て
町
を
元
気
付
け

て
も
ら
い
た
い
。

大
変
危
惧
す
る
内
容
だ
っ

た
。

　

２
点
目
は
何
故
ミ
ス
が
続

く
の
か
、
退
職
者
が
何
故
多

い
の
か
、
職
員
が
疲
弊
し
て

い
な
い
か
な
ど
組
織
の
ト
ッ

プ
と
し
て
職
員
の
本
音
に
耳

を
傾
け
る
必
要
も
あ
る
と
感

じ
た
。
役
場
内
の
職
場
環
境

が
良
け
れ
ば
町
民
も
気
持
ち

よ
く
役
場
を
利
用
で
き
る
と

思
う
の
で
、
引
き
続
き
町
民

目
線
で
町
へ
提
言
し
て
い
き

た
い
。

地域おこし協力隊は地域活性化のためさまざまな活動をしている



くりやまぎかいだより№ 182くりやまぎかいだより№ 182 10

                  災

害

対

策

Ａ：避難所運営を担っていただける人の
　　　　　　　　　　　　養成等進めていく

Ｑ：災害に強いまちづくりに向けた政策を

質
問
趣
旨　

①
８
月
末
に
能

登
半
島
被
災
地
の
４
自
治
体

を
視
察
し
、
本
町
で
の
災
害

時
の
対
応
強
化
を
目
的
に
質

問
・
提
言
し
た
。　
　
　
　

②
「
栗
山
高
校
の
魅
力
化
」

を
更
に
強
固
な
も
の
と
す
る

た
め
、
保
護
者
及
び
入
学
者

が
、
よ
り
進
学
先
と
し
て
選

択
出
来
る
こ
と
を
狙
い
、
質

問
・
提
言
し
た
。

堀　文彦 議員

議
員　

①
町
外
か
ら
の
入
学

者
に
対
し
、
交
通
費
の
補
助

を
行
う
こ
と
で
、
生
徒
確
保

が
見
込
め
る
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

②
バ
ス
路
線
の
縮
小
や
通
学

利
用
の
減
便
な
ど
が
起
き
た

場
合
、
デ
マ
ン
ド
方
式
で
路

線
を
確
保
す
る
な
ど
の
必
要

性
が
あ
る
が
い
か
が
か
。

議
員　

①
災
害
時
に
備
え
て

本
年
３
月
に
「
防
災
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
」
が
制
定
さ
れ
、
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
４

つ
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
策

定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
他

に
避
難
時
の
防
災
対
策
と
し

て
、
液
状
化
現
象
想
定
マ
ッ

プ
の
策
定
を
行
う
こ
と
で
、

災
害
発
生
時
の
安
全
対
策
が

更
に
強
化
さ
れ
る
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

②
指
定
避
難
所
全
人
口
を
受

け
入
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い

な
い
点
と
併
せ
て
、
早
急
に

避
難
所
の
運
営
及
び
体
制
確

立
が
必
要
と
考
え
る
が
、
町

長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長　

①
液
状
化
現
象
想
定

マ
ッ
プ
の
策
定
に
つ
い
て

は
、
既
に
国
等
に
よ
り
、
地

形
の
地
盤
特
性
に
対
応
し
た

相
対
的
な
液
状
化
の
発
生
傾

向
を
示
す
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

が
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
改

め
て
本
町
の
地
理
・
地
質
的

要
件
を
踏
ま
え
、
有
識
者
等

か
ら
の
助
言
を
い
た
だ
く
な

ど
、
そ
の
有
用
性
を
含
め
調

査
検
討
を
行
う
。

②
有
事
の
際
に
は
、
各
避

難
所
に
職
員
を
配
置
す
る

が
、
限
ら
れ
た
職
員
数
だ
け

液状化により盛り上がった道路

                   Ｑ
：
生
徒
確
保
の
対
策
は

栗山高校

Ａ
：
通
学
支
援
、
住
宅
補
助
の

　
　
　

調
査
・
検
討
を
進
め
て
い
く

町
長　

①
栗
山
高
校
が
ま
ち

づ
く
り
の
核
と
な
る
存
在
で

あ
り
続
け
る
よ
う
、
効
果
検

証
を
行
い
な
が
ら
、
学
生
確

保
と
募
集
間
口
の
維
持
、
学

校
存
続
に
向
け
た
取
組
を
推

進
し
て
い
く
。

教
育
長　

①
町
外
か
ら
の
入

学
者
へ
の
交
通
費
補
助
に
つ

い
て
は
今
後
、
調
査
・
研
究

し
、
保
護
者
な
ど
の
意
向
を

踏
ま
え
た
中
で
検
討
す
る
。

②
公
共
交
通
手
段
が
無
い
地

域
か
ら
通
学
す
る
生
徒
に
対

し
て
は
、
部
活
動
通
学
支
援

補
助
金
の
拡
充
や
、
学
生
寮

及
び
民
間
下
宿
な
ど
住
宅
支

援
の
活
用
に
よ
る
住
宅
補
助

の
充
実
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
を
進
め
て
い
く
。

感
想　

①
防
災
対
策
に
つ
い

て
は
、
早
急
に
避
難
所
ご
と

の
収
容
人
数
の
見
直
し
が
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、「
避

難
所
運
営
マ
ス
タ
ー
」
の
育

成
や
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の

導
入
に
つ
い
て
も
検
討
が
な

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
実
際

に
被
災
地
に
赴
い
て
情
報
収

集
を
行
っ
た
成
果
が
得
ら
れ

た
と
考
え
る
。

②
栗
山
高
校
の
入
学
者
数
確

保
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
バ

ス
路
線
の
減
便
縮
小
・
存
廃

状
況
に
応
じ
て
適
宜
、
対
応

策
に
つ
い
て
議
論
を
継
続
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

で
避
難
所
を
運
営
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
り
、
避
難
さ
れ

た
方
に
よ
る
共
助
が
欠
か
せ

な
い
。
ま
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
や
ペ
ッ
ト
と
の
同
行
避

難
、
女
性
の
視
点
を
踏
ま
え

た
ト
イ
レ
の
問
題
な
ど
、
今

後
も
避
難
所
の
収
容
人
数
の

考
え
方
を
再
整
理
し
た
上

で
、
各
避
難
所
の
収
容
ス

ペ
ー
ス
の
拡
大
や
増
設
の
検

討
、
ま
た
避
難
所
運
営
を

担
っ
て
い
た
だ
く
方
の
養
成

な
ど
を
進
め
て
い
く
。
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Ａ：効果的な経済対策を行っていく

経

済

対

策

 Ｑ：物価高騰の支援対策は

重山雅世 議員

質
問
趣
旨　

長
引
く
物
価
高

騰
か
ら
町
民
の
暮
ら
し
や
生

業
を
守
る
為
に
提
案
。

議
員　

道
内
の
消
費
者
物
価

指
数(

９
月
分)

は
前
年
同

月
比
で
食
料
３
・
７
％
、
光

熱
・
水
道
３
・
７
％
な
ど
生

活
必
需
品
の
高
騰
が
続
い
て

い
る
が
、
政
府
の
電
気
・
ガ

ス
の
補
助
金
は
10
月
で
終
了

し
た
。
本
町
で
は
冬
期
生
活

支
援
金(

福
祉
灯
油)

の
対

象
要
件
や
金
額
を
１
万
２
千

円
に
拡
大
し
て
支
給
し
て
い

る
。
国
の
令
和
６
年
補
正
予

算
概
要
に
示
さ
れ
た
「
重
点

支
援
地
方
交
付
金
」
に
お
け

る
推
奨
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
小

中
学
校
の
学
校
給
食
費
の
支

Ｑ
：
栗
山
中
学
校
生
を

　
　
　

   

平
和
大
使
と
し
て
派
遣
を

平和教育

Ａ
：
現
在
は
考
え
て
い
な
い

物価・光熱費の高騰はいつまで続くのか

町
長　

長
期
化
す
る
物
価
高

騰
に
よ
り
町
民
生
活
、
福
祉

施
設
等
の
経
営
が
一
層
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
事
は
十
分

理
解
し
て
い
る
。
医
療
機

関
、
福
祉
施
設
等
を
含
め
た

事
業
者
支
援
等
、
物
価
高
騰

対
応
重
点
支
援
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
た
効
果
的
な
経
済

対
策
を
実
施
す
る
。

議
員　

被
団
協
が
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
を
受
賞
し
た
事
は
、

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
願
う

す
べ
て
の
人
々
に
限
り
な
い

励
ま
し
と
勇
気
を
与
え
た
。

来
年
は
被
爆
80
年
で
あ
る
。

被
爆
者
は
平
均
年
齢
85
歳
を

超
え
「
生
き
て
い
る
間
に
核

兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現

を
」
に
応
え
る
と
同
時
に
、

私
た
ち
世
代
が
恒
久
平
和
を

次
の
世
代
へ
引
継
ぐ
責
任
が

あ
る
。
原
爆
資
料
館
の
見
学

や
被
爆
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

体
験
し
、
全
国
の
中
学
生
大

使
た
ち
と
の
交
流
を
通
じ
て

「
核
兵
器
は
人
間
や
環
境
に

甚
大
な
影
響
を
与
え
る
。
過

去
の
歴
史
や
世
界
中
で
起
き

て
い
る
こ
と
を
受
け
止
め
、

ど
う
す
べ
き
か
を
考
え
る
」

な
ど
意
義
あ
る
平
和
教
育
の

事
業
に
な
る
。
中
学
校
生
を

平
和
大
使
と
し
て
広
島
、
長

崎
に
派
遣
す
る
考
え
は
。

教
育
長　

派
遣
に
つ
い
て
は

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。「
国
際
理
解
教
育
」
の

中
で
児
童
生
徒
に
平
和
意
識

の
高
揚
を
図
り
た
い
。
今
後

も
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の

尊
さ
を
学
ぶ
機
会
を
確
保
し

て
い
く
。

感
想　

再
質
問
に
「
ど
こ
に

支
援
す
る
の
が
効
果
的
か
、

必
要
で
あ
れ
ば
単
独
費
も
プ

ラ
ス
し
て
や
る
」
と
答
弁
。

今
後
も
町
民
生
活
を
守
る
施

策
の
実
施
を
注
視
し
て
い

く
。

援
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対

す
る
配
食
支
援
、
中
小
企

業
・
農
林
水
産
事
業
者
等
へ

の
支
援
も
含
ま
れ
る
。
こ
の

交
付
金
を
活
用
す
る
な
ど

し
、
町
民
並
び
に
光
熱
費
や

食
材
の
高
騰
な
ど
で
経
営
が

圧
迫
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関

や
介
護
福
祉
施
設
を
は
じ
め

と
し
た
各
種
事
業
者
等
に
対

し
て
支
援
を
す
る
考
え
は
。

感
想　

質
問
を
終
え
、
過
密

な
授
業
内
容
と
優
先
順
位
の

考
え
の
相
違
を
感
じ
た
。

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
！

議
員　

会
計
年
度
任
用
職
員

が
雇
い
止
め
の
心
配
な
く
、

働
き
続
け
る
よ
う
な
対
応

を
。

町
長　

公
募
を
廃
止
し
た
自

治
体
の
事
例
を
参
考
に
、
非

公
募
に
よ
る
任
用
を
行
う
場

合
の
基
準
等
を
検
討
す
る
。
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　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して載せて
います。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されております。ご覧になりたい方は議会事務局
までお問い合わせください。

質問は要約されています

                  地

域

医

療

Ａ：安心して医療を受けられるように整備したい
Ｑ：充実強化についての展望は

町
長　

栗
山
赤
十
字
病
院
で

は
、
新
病
院
に
お
け
る
機
能

強
化
に
向
け
て
、
去
年
10
月

に
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

開
設
、
今
年
５
月
に
は
地
域

包
括
ケ
ア
病
床
開
設
す
る
な

ど
医
療
体
制
の
充
実
を
図
っ

て
い
る
。
救
急
医
療
体
制
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
栗
山
赤

十
字
病
院
に
お
い
て
初
期
救

急
患
者
を
受
入
れ
、
急
性
期

ま
た
は
重
症
度
の
高
い
患
者

は
、
２
次
医
療
圏
の
医
療
機

関
へ
と
つ
な
ぐ
体
制
を
維

持
・
継
続
し
て
い
く
。
ま
た
、

近
隣
市
町
と
の
医
療
機
能
の

分
化
と
連
携
を
図
り
、
町
内

医
療
機
関
や
調
剤
薬
局
等
が

連
携
・
協
力
し
て
い
く
地
域

密
着
型
の
医
療
提
供
が
行
わ

れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
地
域
医
療
の

現
場
で
は
医
療
従
事
者
等
の

大櫛則俊 議員

栗山赤十字病院完成予想図

質
問
趣
旨　

栗
山
町
赤
十
字

病
院
が
建
て
替
わ
る
こ
と
に

よ
り
、
ど
の
様
に
地
域
医
療

体
制
が
変
わ
る
の
か
を
質
問

し
た
。

感
想　

今
回
一
般
質
問
す

る
事
に
よ
り
、
在
宅
療
養
さ

れ
て
い
る
患
者
さ
ん
が
一

時
的
に
療
養
困
難
に
な
っ

た
場
合
に
短
期
入
院
の
受

け
入
れ
を
行
う
こ
と
で
、
介

護
者
の
休
息
を
は
じ
め
冠

婚
葬
祭
や
、
介
護
者
の
病

気
な
ど
と
い
っ
た
在
宅
療

養
支
援
の
為
の
入
院
が
出

来
た
り
、
自
宅
で
安
心
し

て
療
養
生
活
が
出
来
る
よ

う
に
、
そ
の
場
で
医
師
と
連

絡
が
取
れ
る
訪
問
看
護
師

に
ご
自
宅
に
来
て
も
ら
い
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
食
事
等

日
常
生
活
の
援
助
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
介
護
・

療
養
相
談
等
を
行
っ
て
お

り
本
町
の
地
域
医
療
体
制

の
展
望
は
明
る
い
。　

議
員　

現
在
、
改
築
が
進
ん

で
い
る
栗
山
赤
十
字
病
院
が

人
材
確
保
に
努
め
る
と
と
も

に
、
地
域
医
療
組
合
と
も
連

携
を
密
に
し
、
町
民
の
健
康

と
命
を
守
り
安
心
し
て
医
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
地
域

医
療
体
制
を
整
備
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

来
年
度
開
院
、
令
和
８
年
度

の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
向

け
、
現
在
第
７
次
総
合
計
画

に
基
づ
き
順
調
に
進
ん
で
い

る
と
思
う
が
、
新
栗
山
赤
十

字
病
院
の
開
院
を
契
機
に
救

急
体
制
の
あ
り
方
、
医
師
を

初
め
と
し
た
医
療
従
事
者
の

確
保
、
町
内
の
開
業
医
と
の

連
携
な
ど
、
本
町
の
地
域
医

療
の
供
給
体
制
が
ど
の
よ
う

に
、
充
実
強
化
さ
れ
て
い
く

の
か
、
そ
の
展
望
に
つ
い
て

考
え
を
伺
う
。
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議会中継 をご自宅で見ることができます
議会では、インターネットによるライブ中継（生中継）と録画配信を
しています。栗山町議会ホームページからご覧ください。

栗山町議会 検索

                  人

事

評

価

Ａ：令和８年度以降、順次進める
Ｑ：結果活用の具体的な実施予定は

町
長　

平
成
28
年
４
月
施
行

の
改
正
地
方
公
務
員
法
に
よ

り
、
地
方
公
務
員
が
そ
の
職

鈴木千逸 議員

人事評価制度は平成 28 年より制度化されている

質
問
趣
旨　

人
事
評
価
結
果

の
活
用
に
つ
い
て
、
早
期
に

活
用
す
る
こ
と
で
職
員
の
町

民
へ
の
接
遇
を
向
上
さ
せ
た

い
と
思
い
質
問
を
し
た
。

務
を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
発

揮
し
た
能
力
及
び
挙
げ
た
業

績
を
把
握
し
た
上
で
行
わ
れ

る
人
事
評
価
の
実
施
が
制
度

化
さ
れ
た
。
本
町
に
お
い
て

は
、
法
施
行
に
先
行
し
た
平

成
27
年
度
か
ら
そ
の
試
行
実

施
を
始
め
、
一
時
の
中
断
・

見
直
し
を
経
て
、
令
和
３
年

度
か
ら
運
用
を
再
開
し
、
令

議
員　

先
般
行
っ
た
文
書
質

問
の
回
答
で
は
、
令
和
６
年

度
中
に
人
事
評
価
制
度
の
制

度
設
計
、
職
員
説
明
、
評
価

者
研
修
実
施
、
全
員
協
議
会

説
明
実
施
等
を
行
う
予
定
で

あ
り
、
併
せ
て
、
令
和
７
年

度
当
初
よ
り
勤
勉
手
当
支
給

率
へ
の
反
映
を
前
提
と
し
た

評
価
実
施
を
行
う
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
ま
た
、
令
和
８
年

度
以
降
、
そ
の
実
績
等
を
踏

ま
え
て
、
昇
給
、
昇
任
・
昇

格
へ
の
利
用
に
つ
い
て
も
順

次
取
組
を
進
め
て
い
く
と
考

え
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

年
度
末
ま
で
４
か
月
を
切

る
時
期
と
な
っ
た
が
現
時
点

で
公
開
で
き
る
具
体
的
な
実

施
予
定
を
お
尋
ね
す
る
。

和
６
年
度
現
在
、
常
勤
の
一

般
職
を
対
象
に
能
力
評
価
及

び
業
績
評
価
を
そ
れ
ぞ
れ
実

施
し
て
い
る
。
現
時
点
に
お

い
て
、
人
事
評
価
結
果
の
昇

給
、
勤
勉
手
当
、
昇
任
・
昇

格
等
へ
の
活
用
に
は
至
っ
て

い
な
い
が
、
先
の
文
書
質
問

に
お
い
て
答
弁
し
た
と
お

り
、
令
和
７
年
度
よ
り
、
ま

ず
は
勤
勉
手
当
支
給
率
へ
の

反
映
を
行
う
べ
く
、
成
績
区

分
設
定
や
、
増
減
率
、
加
算

原
資
の
確
保
な
ど
、
近
隣
町

を
含
む
他
自
治
体
の
事
例
研

究
を
行
い
な
が
ら
、
庁
内
検

討
委
員
会
に
お
い
て
協
議
を

進
め
て
い
る
。
今
後
に
お
い

て
は
、
令
和
６
年
度
中
に
制

度
設
計
を
行
う
と
と
も
に
、

職
員
説
明
、
評
価
者
研
修
等

を
通
じ
て
、
公
平
、
公
正
な

制
度
運
用
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
昇
給
、
昇
任
・
昇
格

等
へ
の
活
用
に
つ
い
て
も
、

令
和
８
年
度
以
降
、
そ
の
実

績
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
順

次
取
組
を
進
め
い
き
た
い
と

考
え
る
。

感
想　

体
制
の
中
で
発
表
で

き
る
こ
と
と
、
で
き
な
い
こ

と
の
中
で
、
接
遇
に
つ
い
て

は
向
上
さ
せ
る
と
の
こ
と
で

し
た
し
、
懲
戒
処
分
の
公
表

に
つ
い
て
も
各
担
当
部
局
と

打
ち
合
せ
て
発
表
し
た
い
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
今
後
の
対

応
を
見
守
り
た
い
と
思
う
。



くりやまぎかいだより№ 182くりやまぎかいだより№ 182 14

調査先　福岡県飯
いい

塚
づか

市
し

、熊本県和
なご

水
み

町
まち

　　　　福岡県粕
かす

屋
や

町
まち

日　程　令和６年９月３０日～１０月２日

派遣議員　堀　文彦・鈴木千逸・佐藤則男

　　　　  藤本光行・鵜川和彦

就
業
支
援
・
起
業
支
援
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

福
岡
県
飯
塚
市

　

視
察
の
中
で
特
徴
的
だ
っ

た
の
は
、
市
が
率
先
し
て
新

人
起
業
家
を
育
て
上
げ
る
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
点
で
あ

る
。 

国
や
県
の
産
業
教
育

機
関
の
誘
致
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、
市
独
自
の
イ
ン
キ

ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
「
e

―

Z
U
K
A
ト
ラ
イ
バ
レ
ー

セ
ン
タ
ー
」（
全
19
室
内
16

室
稼
働　

稼
働
率
80
％
）
を

保
有
し
、
格
安
の
家
賃
（
㎡

単
価
約
１
０
０
０
円
）
で
オ

フ
ィ
ス
の
提
供
を
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
起
業
者
の

誘
致
促
進
・
支
援
を
し
て
地

元
学
生
や
研
究
者
の
外
部
流

出
を
防
い
で
い
る
。
ま
た
、

企
業
の
成
長
に
合
わ
せ
た
補

助
金
政
策
や
、
創
業
５
年
未

満
の
事
業
者
へ
の
融
資
制
度

も
新
設
し
支
援
を
充
実
さ
せ

て
い
る
。

　

栗
山
町
で
も
起
業
促
進
に

向
け
た
支
援
策
は
あ
る
が
、

一
歩
進
め
て
、
大
学
や
企
業

の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

環
境
を
整
え
て
そ
れ
ら
を
誘

致
す
る
こ
と
な
ど
で
、
人
口

の
外
部
流
出
防
止
・
呼
び
戻

し
な
ど
、
参
考
に
す
べ
き
点

が
多
く
あ
る
と
思
う
。

　

政
治
に
関
心
と
興
味
を
持

っ
て
も
ら
う
た
め
、
小
・
中

学
校
の
児
童
を
対
象
に
、
子

ど
も
議
会
を
平
成
27
年
か
ら

開
催
。
子
ど
も
た
ち
が
議

員
、
議
員
が
答
弁
者
と
な
り

議
会
の
仕
組
み
や
選
挙
の
仕

組
み
を
説
明
、
ク
イ
ズ
や
質

問
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
り
架

空
の
議
案
に
つ
い
て
討
論
・

議
決
を
行
い
、
最
後
は
全
員

で
写
真
撮
影
を
行
う
。
参
加

者
の
募
集
は
、
学
校
を
通
さ

ず
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
小
学

６
年
生
を
対
象
に
議
員
が
学

校
に
出
向
い
て
出
前
講
座
を

実
施
。
政
治
の
仕
組
み
な
ど

を
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い

と
思
っ
た
な
ど
の
参
加
者
の

意
見
を
聞
き
、
主
権
者
教
育

が
定
着
し
つ
つ
あ
る
事
が
伺

え
た
。
主
権
者
教
育
を
進
め

る
上
で
参
考
に
な
り
将
来
が

楽
し
み
に
な
る
。

子
ど
も
達
と
の
交
流
事
業
の

　
　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て

福
岡
県
粕
屋
町

定
住
促
進
（
子
育
て
支
援
）
の

　
　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て

熊
本
県
和
水
町

　

熊
本
県
和
水
町
は
人
口

９
３
０
０
人
余
り
で
、
会
計

規
模
も
栗
山
町
と
同
程
度
で

あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
の
重
点

方
針
と
し
て
「
切
れ
目
の
な

い
子
育
て
支
援
」
を
掲
げ
、

結
婚
→
出
産
→
保
育
→
小
学

校
→
中
学
校
→
高
校
と
各
段

階
で
そ
れ
ぞ
れ
支
援
策
が
設

け
ら
れ
、
そ
の
充
実
ぶ
り
は

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。

例
え
ば
、
出
産
祝
金
は
第
１

子
の
20
万
円
か
ら
始
ま
り
、

第
５
子
以
降
は
１
０
０
万
円

と
自
治
体
の
中
で
は
破
格
の

設
定
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

他
に
も
新
婚
さ
ん
奨
励
金
、

保
育
所
等
副
食
費
助
成
、
入

学
祝
金
、
給
食
費
無
償
化
、

高
校
ま
で
の
医
療
費
無
償
化

等
、
徹
底
し
て
い
る
。
政
策

決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
議
会

全
体
の
強
力
な
後
押
し
が
あ

っ
た
と
い
う
話
を
聞
き
、
政

策
形
成
に
果
た
す
議
会
の
重

要
性
を
改
め
て
感
じ
た
。

熊本県和水町議会議場で

福岡県粕屋町での視察の様子

道外政務調査報告
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広 報 広 聴 常 任 委 員 会
先 進 地 視 察 報 告
調査先　神奈川県葉

は

山
やま

町
まち

、東京都あきる野
の

市
し

、

　　　　東京都 福
ふっ

生
さ

市
し

日　程　令和６年 10 月 15 日～ 10 月 17 日

派遣議員　佐藤則男・置田武司・堀　文彦

　　　　端　師孝・藤本光行

議
会
だ
よ
り
紹
介
動
画
の

　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て

神
奈
川
県
葉
山
町

　

神
奈
川
県
葉
山
町
で
は
、

議
会
だ
よ
り
を
見
や
す
く
す

る
た
め
に
、
長
期
間
に
わ
た

る
検
証
を
行
い
、
１
頁
を
３

段
見
開
き
に
す
る
大
胆
な
改

訂
を
行
っ
た
。
現
在
の
段
組

に
す
る
こ
と
で
、
全
体
的
に

見
や
す
く
な
り
、
な
お
か
つ

字
数
が
多
く
入
れ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
報
告
を

受
け
た
。
１
頁
を
３
段
見
開

き
に
し
て
い
る
レ
イ
ア
ウ
ト

は
、
文
字
や
内
容
が
視
覚
的

に
受
信
し
や
す
い
紙
面
と
な

っ
て
い
る
。

　

ま
た
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
上
に

は
、
町
議
会
へ
の
問
合
せ
フ

ォ
ー
ム
を
作
成
し
た
。
問
い

合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
の
存
在
に

よ
り
、
町
議
会
へ
の
町
民
か

ら
の
意
見
が
発
信
さ
れ
や
す

く
な
っ
て
い
る
。

　

首
都
圏
と
い
う
事
情
も
あ

っ
て
か
、
町
内
会
へ
の
加
入

率
減
少
の
た
め
業
者
に
よ
る

町
民
配
布
と
な
っ
て
い
る
。

　

読
ま
れ
る
広
報
づ
く
り
を

目
指
し
、
議
員
で
調
査
研
究

グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
１
年
間

に
わ
た
っ
て
検
討
を
重
ね
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
決
定
し

た
。

　

興
味
の
引
く
特
集
と
表
紙

の
作
成
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞

っ
て
い
る
。
ま
た
、
分
か
り

や
す
い
文
書
に
置
き
換
え
、

写
真
付
き
で
説
明
す
る
な

ど
、
読
み
や
す
さ
を
重
視
し

て
い
る
。

　

そ
の
結
果
、
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
で
「
議
会
だ
よ
り
を
読

ん
で
い
る
・
読
ん
だ
こ
と
が

あ
る
」
が
57
％
に
達
し
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

新
聞
折
込
み
の
た
め
全
戸
に

は
配
布
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
と
こ
ろ
。

　

当
議
会
に
お
い
て
も
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
は
検
討
で
き
る

の
で
、
読
ま
れ
る
広
報
誌
づ

く
り
の
参
考
に
な
っ
た
。

議
会
だ
よ
り
の

　  

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

東
京
都
あ
き
る
野
市

議
員
B
O
O
K
の

　
　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て

東
京
都
福
生
市

　

説
明
を
受
け
た
中
で
、
特

に
「
議
員
B
O
O
K
」
の

取
組
は
素
晴
ら
し
い
も
の
と

感
じ
た
。
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
公
開
さ
れ
る
デ
ー
タ

で
、
議
員
の
議
会
で
の
活
動

履
歴
を
記
録
し
た
も
の
で
あ

る
。
特
に
、
議
員
の
活
動
紹

介
と
選
挙
公
約
と
一
般
質
問

に
的
を
絞
っ
た
形
に
な
っ
て

い
て
、
継
続
的
に
記
録
し
作

成
さ
れ
る
の
で
次
の
特
徴
が

あ
る
。
①
議
員
ご
と
に
一

般
質
問
の
活
動
記
録
が
一

覧
化
さ
れ
て
い
て
、
実
際

神奈川県葉山町での視察の様子

東京都福生市庁舎前で

の
Y
o
u
T
u
b
e
の
ア

ー
カ
イ
ブ
動
画
に
リ
ン
ク
さ

れ
て
い
る
。
②
活
動
状
況
が

集
約
、
整
理
さ
れ
て
い
る
の

で
、
他
議
員
の
比
較
が
し
や

す
い
。
③
通
告
内
容
か
ら
関

心
の
あ
る
情
報
を
追
い
や
す

い
。
こ
う
し
た
情
報
が
議
員

ご
と
に
定
例
会
順
に
時
系
列

で
記
録
さ
れ
て
お
り
、
各
議

員
の
活
動
や
関
心
の
変
化
を

捉
え
、政
治
家
と
し
て
の「
成

長
」
を
追
う
こ
と
が
で
き

る
。

　

今
後
も
広
報
広
聴
常
任
委

員
会
で
議
論
を
し
、
当
議
会

に
活
用
し
た
い
仕
組
み
と
参

考
に
な
る
視
察
と
な
っ
た
。
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文 書町政を問う！

Q：人事評価結果の活用の考えは

　　地方公務員法の第２３条の２第１項には「職員の執務については、その任命権者は、地方公務員法の第２３条の２第１項には「職員の執務については、その任命権者は、
定期的に人事評価を行わなければならない」と規定されている。総務省の人事評価結定期的に人事評価を行わなければならない」と規定されている。総務省の人事評価結
果の活用状況等調査結果の概要によれば、昇給、勤勉手当、昇任・昇格、分限につい果の活用状況等調査結果の概要によれば、昇給、勤勉手当、昇任・昇格、分限につい
て人事評価結果を活用している自治体は、すべての都道府県及び指定都市においてはて人事評価結果を活用している自治体は、すべての都道府県及び指定都市においては
全項目に活用、市区町村では昇給、勤勉手当、昇任・昇格への活用は７～８割、分限全項目に活用、市区町村では昇給、勤勉手当、昇任・昇格への活用は７～８割、分限
への活用は７割弱にとどまっていると公表されている。への活用は７割弱にとどまっていると公表されている。
近隣の由仁町、長沼町、南幌町の３町は既に人事評価結果を活用していると聞くが、近隣の由仁町、長沼町、南幌町の３町は既に人事評価結果を活用していると聞くが、
栗山町での人事評価結果の活用についてどのようにお考えか伺う。栗山町での人事評価結果の活用についてどのようにお考えか伺う。

 A：令和８年度以降、順次進めていく
　　令和７年度より、まずは勤勉手当支給率への反映を行うべく現在、成績区分設定や、増減率、加算原資令和７年度より、まずは勤勉手当支給率への反映を行うべく現在、成績区分設定や、増減率、加算原資
の確保など、近隣町を含む他自治体の事例研究を行いながら、庁内検討委員会による協議を進めている。の確保など、近隣町を含む他自治体の事例研究を行いながら、庁内検討委員会による協議を進めている。
　今後においては令和６年度中に制度設計、職員説明、評価者研修の実施、全員協議会説明等を行い、令　今後においては令和６年度中に制度設計、職員説明、評価者研修の実施、全員協議会説明等を行い、令
和７年度当初より、勤勉手当支給率への反映を前提とした評価実施を行っていきたい。また、令和８年度和７年度当初より、勤勉手当支給率への反映を前提とした評価実施を行っていきたい。また、令和８年度
以降、その実績等を踏まえ、昇給、昇任・昇格等への活用についても順次取組を進めていく。以降、その実績等を踏まえ、昇給、昇任・昇格等への活用についても順次取組を進めていく。

提出日
令和６年１０月　７日
回答日
令和６年１０月１８日

  鈴木　千逸  議員

                                    

質質 問

Q：緊縛強盗事件の予防対策について

　昨今、報道等でも扱われている様に緊縛強盗なる凶悪な事件が頻発している。そ　昨今、報道等でも扱われている様に緊縛強盗なる凶悪な事件が頻発している。そ
の事件のほとんどが、下見と思われる行為の後に行われている。本町においても、の事件のほとんどが、下見と思われる行為の後に行われている。本町においても、
その様な事件に町民が巻き込まれないようにするため、次の２点について、町長にその様な事件に町民が巻き込まれないようにするため、次の２点について、町長に
うかがう。うかがう。

（１）業者を装って家の中に入り込む行為への注意喚起を行政から発信してはどうか。（１）業者を装って家の中に入り込む行為への注意喚起を行政から発信してはどうか。
（２）「栗山町高齢者地域支え合い活動推進条例」を、時代に見合った条例に改正する。（２）「栗山町高齢者地域支え合い活動推進条例」を、時代に見合った条例に改正する。

       昨今の緊縛強盗の手段は、在宅状況を事前に把握してから高齢者のみの在宅者を          昨今の緊縛強盗の手段は、在宅状況を事前に把握してから高齢者のみの在宅者を   
       狙っての犯行手口となっており、すでに人命も失われている。この高齢者世帯の       狙っての犯行手口となっており、すでに人命も失われている。この高齢者世帯の
       情報については、電話などで警察官や役場職員を騙り第三者から入手するおそれ       情報については、電話などで警察官や役場職員を騙り第三者から入手するおそれ
       もあり、本人の同意を得た場合にのみ、情報提供を行う条例に改正するべきと考        もあり、本人の同意を得た場合にのみ、情報提供を行う条例に改正するべきと考 
       えるがいかがか。       えるがいかがか。

 A：(1) 町民が安心して暮らせる地域の実現に向けた取組を行っていく

      
 (2) 現在のところ、条例改正は考えていない

（１）栗山警察署が毎月発行（町広報折込配付）している「地域安全ニュース」を通じて、工事業者を名（１）栗山警察署が毎月発行（町広報折込配付）している「地域安全ニュース」を通じて、工事業者を名
      乗る不審な訪問への対応など、町民の皆さんへの注意喚起を行っている。引き続き、町広報やホーム         乗る不審な訪問への対応など、町民の皆さんへの注意喚起を行っている。引き続き、町広報やホーム   
      ページ、エフエムくりやまなどを通じた注意喚起を行うとともに、町民が安心して暮らせる地域の実       ページ、エフエムくりやまなどを通じた注意喚起を行うとともに、町民が安心して暮らせる地域の実 
      現に向けた取組を行っていく。      現に向けた取組を行っていく。

（２）提供先の各機関とは、個人情報の取扱いに関する協定書を締結し、個人情報の安全管理について厳（２）提供先の各機関とは、個人情報の取扱いに関する協定書を締結し、個人情報の安全管理について厳
     重な取り決めを交わすこととしている。現在のところ、条例改正は考えておりませんが、今後におきま     重な取り決めを交わすこととしている。現在のところ、条例改正は考えておりませんが、今後におきま
　 しても、個人情報保護の観点から、その安全管理の徹底を図っていく。　 しても、個人情報保護の観点から、その安全管理の徹底を図っていく。

提出日
令和６年１１月　１日
回答日
令和６年 1 １月２２日

堀　文彦  議員
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全国の議会が栗山町へ

 　栗山町議会では全国から視察研修を
　　　　　　　　　　受け入れています　
・１０月１１日（金）福島県若狭地方町村議会議長会
・１０月１６日（水）北海道利尻町議会
・１０月１６日（水）北海道訓子府町議会
・１０月１７日（木）北海道別海町議会
・１０月２９日（火）青森県外ヶ浜町議会
・１０月３１日（木）北海道黒松内町議会　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　総務経済常任委員会
・１１月１９日（火）北海道音更町議会新緑会

訓子府町議会のみなさんと

第１９回マニフェスト大賞　

　　　議会改革部門優秀賞を受賞　
受賞

　栗山町議会の「議員の学校」の取組が「第 19 回マニフェスト大賞議会改革部門優秀賞」を
受賞しました。応募総数 3,012 件から議会改革部門優秀賞として 8 件の取組が選ばれました。
栗山町議会は今回で 4 回目の受賞となります。
　　令和 6 年 11 月 14 日（木）に東京都内で『議員のなり手不足問題に挑む「議員の学校」
開校！』と題して鵜川議長、齊藤義崇副議長がプレゼンテーションを行い、11 月 15 日（金 )
には授賞式に出席しました。
　今後も、町民福祉の向上のため、町民に開かれた議会、町民から信頼される議会を目指し、
なお一層努力してまいります。

表彰状を受け取る鵜川議長 プレゼンテーションをする鵜川議長、齊藤義崇副議長



Vol.4　𠮷
よし

　川
かわ

　ひ な た　さん
3 月定例会議の開会日

月　　 日～３ ４

議会の予定

　議会の予定は変更になる場合があ
ります。議会事務局または議会ホー
ムページでご確認ください。

 議会を見に行こう！
傍聴
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　株式会社 北創の𠮷川ひなたです。「きつい・汚い・危険」
「男社会」「若手不足」そんなことを言われている中、私は
北海道岩見沢農業高等学校の農業土木工学科で３年間学ん
だことを活かしたいと思い、建設業界に足を踏み入れまし
た。
　現在の私の主な仕事は工事現場で必要な丁

ちょう
張
はり

の設置や出
で

来
き

形
がた

、施工状況の写真撮影、現場の安全管理です。現場で
は先輩や作業員の方と話をしながら、測量や写真撮影、丁
張の設置など、楽しく仕事をしています。入社してから農
業土木の現場を 2 度経験し、学校で学んだこと以上に覚え
ることが沢山あり、戸惑うことの方が多かった気がします。
私は内

ない
業
ぎょう

があまり好きでは無いですが、来年からは図面や
書類の作成も頑張りたいと思っています。
　私が現場を経験してみて感じた、「きつい・汚い・危険
がいっぱいの中でもたくさんの魅力とやりがいに溢れてい
て、建設業は地域を守れる仕事だ」というのを多くの方に
知ってもらいたいです。就職してもう少しで丸 2 年になり
ます。まだまだ学ぶことは山積みで困ることもありますが、
会社の人はもちろん、現場で関わる方々と汗水たらしなが
ら楽しく仕事をしていきたいです。女性の少ない業界で大
変な事もありますが長くこの業界で働けたらと思います。
少しでも地域の発展に貢献できる技術者を目指して、今後
も頑張りたいです。
　騒音や振動、通行止めなどで皆様にご迷惑をかけている
ことがあると思いますが、皆様のご理解のおかげで安全に
工事を進めることができています。今後もご協力よろしく
お願いいたします。

2 月 28 日（金） 議会運営委員会
3 月 4 日（火） 3 月定例会議

    3 月　14 日（金）　予算審査特別委員会
　※全て９時３０分開会予定です

★今回の「輝く栗山人！」は、株式会社北創にお勤
　めの𠮷川ひなたさんです。
　まだまだ女性の進出は少ない建設業界で活躍しています。

輝く栗山人 !
栗山町で頑張っている人をクローズアップ

　「20 歳、女性技術者
　　　　　　　～農業を守る・土木を学ぶ～」

は議会活動にふれる最もは議会活動にふれる最も
身近な方法です。皆さんの選んだ身近な方法です。皆さんの選んだ
議員の活動や町政の方針などを、議員の活動や町政の方針などを、
ぜひご覧ください。ぜひご覧ください。
　会議当日の受付で傍聴できます　会議当日の受付で傍聴できます
ので、役場旧庁舎３階の傍聴席入ので、役場旧庁舎３階の傍聴席入
口まででお越しください。口まででお越しください。


